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1 は じ め に

昨年第 I報において「移動式セルフロックスタンチョン

(以下,SS― スタンチョン)」 利用による放牧牛の集畜・

捕獲は従来の追込柵による方法に比べ,人員で 1/5,作
業時間は1/75であり,発情同期化では,経産牛の発情

発現率は946%,受胎率は90%であったことを報告 した。
Π報は,1報と同じ試験を繰り返すと同時に,転放に伴っ

て容易に移動できるように,簡単に着脱可能な車輪の設置

と冬期間などコンパクトに収納できるような車輪は SS―

スタンチョンを開発した。また,こ の SS― スタンチョン

を4WD軽 トラックを使い放牧地内の移動箸について試
験を実施したのでその概要を報告する。

2試 験 方 法

は)SS― スタンチョンの開発に関する試験
1)強度を上げ軽量化を計るため,本柱,支柱,底辺

部は鉄角パイプを用い,本柱,支柱はネジ止めとした。

2)SS― スタンチョンの移動を容易にするため,車

輪を付設し移動状況を調査した。

(a 集畜・捕獲に関する試験

1)供試牛及び試験期間 :支場繁養牛35頭 (成牛は全

頭除角)を供し,試験期間はH7 7 24～ 10 14と した。
2)濃厚飼料と条件音を組合わせて集畜し,発情観察・

SS― スタンチョンによる捕獲・ AIについて作業人員・ 作

業時間を従来法及び前年度と比較した。

3)SS― スタンチョンの 4回の交代使用と牛捕獲囲
の幅を3mに しAI等の作業状況を調査した。

3)発情同期化に関する試験
1)供試牛及び試験期間 :支場繁養牛24頭を試験に供
し,H7 7 28～ 10 13の間に 2回試験を行った。
2)発情同期化はPGF2 α (以下 PG)を 成牛には
5″ (ジ ノプロストとして25mg)投与後,発情のきた牛に

はAIを実施し,発情のこなかった牛は,n日 後再びPG
5溜投与後発情のきた牛にAIを実施した。未経産牛には

PGを 3″投与し同様に試験を行った。

3 試験結果及び考察

(D SS― スタンチョンの開発に関する試験

1)空気入リキヤスター (タ イヤ幅-96,直径-303
mm)を図 1のように付設した。このキャスターは図 2に示

すように丸頭ピンとRピ ンで簡単に着脱ができ,捕獲時は

キャスターを外して使用した。丸頭ピンにはそれほど力が

掛からないので,直径は10mで十分であった。

図 l SS― スタンチョンにキャスターを設置した状態

lⅢ

―

図 2 SS― スタンチョンヘのキャスター着脱状況

2)図 3に示すような規格の鉄角パイプを使い本柱 ,
支柱及び底辺部を作った。これに,ス タンチョンとキャス

この穴に丸頭
ピンを入れ、

Rピ ンで止める。
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ターをセットしたときの重量は約170kg(キ ャスターは 4

個で約30峰)であった。また,本柱及び支柱はネジ止めな
ので,写真 1に示すように冬期間など約15× 150X31111mと

コンパクトに収納できた。

図 3 本柱・支柱及び底辺部の作成状況

写真 l SS― スタンチョンのコンパクト収納
(上の写真は車輪をセットし、いつでも移動ができる
状態。下は分解してコンパクトに収納した状態。)

3)図 1に示すように自在キャスターが 2個付いてい
るので,平地では一人で容易に移動ができたが,放牧地の

傾斜地での移動は一人では無理であった。そこで,写真 2

に示すように軽 トラック (4WD)の最後尾に,SS― スタ
ンチョンの底辺部の短辺を乗せることによって牧場内傾斜

地での移動が可能になった。

8)集畜・捕獲に関する試験
1)採食による自動捕獲のため,牛は人に良く馴れ管

理は容易であったが,番線牧柵が緩んでいると,濃厚飼料

盗食のため脱柵する牛がでたので,牛用ネットフェンスを

使って防止した。

2)集畜・補獲・ AI・ 発情観察等の一連の作業時間
は昨年と同じで,従来の追込み柵を使った方法に比べ,人

数は1/5,作業時間は1/75であった。
3)SS― スタンチョンを 4回交代使用 したが,基本
的な作業時間は変わらなかった。

4)牛捕獲囲の幅を3mに するとAI等の作業はスムー
ズであった。

3)発情同期化に関する試験 (表 1参照)
1)発情発現率は経産牛は941%(16/17),未 経産

牛は857%(6/7)で あった。

表 1 発情同期化の繁殖成績

A I頭 数  9  13 3 Ю  6
受胎頭数(%)  7070  H06)l(器 3) 情Ol1 300
子付牛の受胎率 7カに01143傷 0   1445000

2)受胎率は経産牛は938%(15/16),未経産牛は
500%(3/6)で あった。その後経産牛はまき牛で,未
経産牛は人工授精で全頭受胎した。

以上のことから,SS― スタンチョンの移動に関する基

本的問題については解決したと思われるが,今後一人で移

動ができるような若干の改良と,SS― スタンチョンを移

動した場合の捕獲状況の調査が必要と思われる。牛の集畜・

捕獲に関しては,濃厚飼料を給与するだけで捕獲できるの

で,技術的にはほぼ完成したものと思われる。放牧場で授

乳をしていると,受胎率が低いと言われているが,過去 3

年間受胎率が778～933%(表 1)であったことから,子
付母牛の栄養等に配慮すれば,放牧でも高い受胎率が可能

であると思われる。

写真 2 4WD軽 トラックによる傾斜地での移動状況

PG2回 ″(%)  9000)  406)2(667) 4030 6014)
発情発現頭数(%) 9000) 18029)30000) 161111)6057)
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